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第
２
ス
テ
ー
ジ
時
の
需
給

推
計

　

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

４
月
23
日
、
藤
井
基
之
の
国

会
質
問
（
参
・
決
算
委
員

会
）
で
す
。

　
「
平
成
14
年
の
46
大
学
が

平
成
19
年
に
は
72
大
学
に
、

入
学
定
員
も
８
１
１
０
人
が

１
万
３
０
０
０
人
超
に
と
、

薬
学
部
の
新
設
・
増
設
が
進

む
中
、
平
成
14
年
に
実
施
さ

れ
た
厚
生
労
働
省
の
需
給
調

査
で
は
、
10
年
後
の
平
成
25

年
の
供
給
数
は
36
万
９
７
０

６
人
、
需
要
数
は
23
万
２
３

２
７
人
、
つ
ま
り
13
万
人
も

の
薬
剤
師
の
余
剰
が
出
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
薬
学
教
育
６
年
制
が
実
施

に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
早
急
な
需
給
調
査
、
お

よ
び
所
要
の
検
討
を
す
べ

き
」
と
訴
え
ま
し
た
。
本
質

問
に
対
す
る
厚

生
労
働
副
大
臣

の
答
弁
は
以
下

の
通
り
で
し

た
。

　
「
薬
剤
師
の
需
給
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
委
員

も
ご
指
摘
の
と

お
り
、
平
成
14

年
に
薬
剤
師
問

題
検
討
会
が

行
っ
た
予
測
の

段
階
で
も
、
こ

れ
は
平
成
14
年

時
点
で
既
に
供

給
が
需
要
を
上

回
っ
て
い
る

と
、
こ
う
い
う

こ
と
が
推
定
を

さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
ま
た
、

将
来
に
つ
き
ま

し
て
も
医
薬
分

業
が
さ
ら
に
進

展
を
し
て
い

く
、
こ
う
い
う

こ
と
を
仮
定
を

し
た
と
し
て
も

供
給
が
需
要
を

常
に
上
回
る

と
、
こ
う
い
う

予
測
が
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中

で
、
平
成
18
年

４
月
よ
り
薬
学

教
育
６
年
制
課

程
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
を
踏

ま
え
ま
し
て
、

６
年
制
課
程
を
経
て
養
成
さ

れ
る
薬
剤
師
の
社
会
的
需

要
、
６
年
制
課
程
導
入
後
の

供
給
の
動
向
な
ど
に
基
づ
い

た
薬
剤
師
需
給
の
予
測
に
つ

い
て
改
め
て
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
厚
生
労
働
省
と
し

て
は
、
委
員
御
指
摘
の
点
も

踏
ま
え
ま
し
て
、
薬
剤
師

の
需
給
予
測
に
つ
い
て
有
識

者
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
検
討
を
し
、
そ
の
結
果

を
公
表
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」

　

厚
労
省
は
07
年
５
月
28
日

「
薬
剤
師
需
給
の
将
来
動
向

に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置

し
、
６
月
「
議
論
の
た
た
き

台
」
と
し
て
、
供
給
数
で
は

31
万
３
５
３
０
人
（
05
年
登

録
数
）
が
33
万
４
１
７
７
人

（
09
年
）
に
。
そ
し
て
薬
学

教
育
６
年
制
の
導
入
に
よ
り

32
万
７
３
１
４
人
（
11
年
）

と
一
時
的
に
減
少
す
る
も
の

の
、
28
年
に
は
40
万
７
５
６

１
人
に
増
加
す
る
。
ま
た
、

需
要
数
は
23
万
０
１
５
６

人
（
05
年
）
が
毎
年
微
増
を

続
け
27
万
８
７
０
４
人
（
28

年
）
と
増
加
す
る
。
結
果
と

し
て
、
28
年
に
は
約
13
万
人

が
余
剰
と
な
る
と
推
計
さ
れ

る
、
と
の
概
算
値
を
提
示
し

ま
し
た
。

　

06
年
、
薬
学

教
育
６
年
制
が

開
始
さ
れ
、
特

に
供
給
面
で
の

変
動
が
予
測
さ
れ
る
中
、
12

年
６
年
制
卒
業
薬
剤
師
が
誕

生
後
初
と
な
る
需
給
推
計

「
２
０
１
０
～
12
年
度
薬
剤

師
需
給
動
向
の
予
測
に
関
す

る
研
究
」
の
総
括
研
究
報
告

が
、
13
年
５
月
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

処
方
箋
受
取
率
は
70
％
上

限
と
し
、
薬
局
の
薬
剤
師
は

10
年
度
の
14
万
５
６
０
３
人

が
35
年
度
に
は
21
万
２
４
０

４
～
28
万
０
３
０
０
人
に
。

11
年
の
病
院
病
床
数
１
５
８

万
３
０
７
３
床
が
横
ば
い
で

推
移
す
る
と
仮
定
し
、
医
療

機
関
の
薬
剤
師
は
10
年
５
万

２
０
１
３
人
が
35
年
度
に
は

７
万
９
１
５
４
～
10
万
５
５

３
８
人
の
範
囲
に
。
供
給
に

つ
い
て
は
１
９
６
３
年
度
以

降
、
63
～
２
０
１
０
年
度
の

各
年
の
合
格
者
数
か
ら
、
生

存
す
る
薬
剤
師
合
格
者
を
算

出
し
、
そ
の
累
積
数
か
ら
足

下
（
10
年
）
の
薬
剤
師
数
を

33
万
６
６
７
８
人
と
。
ま

た
、
国
家
試
験
合
格
者
数
は

12
年
度
ま
で
は
実
績
数
を
。

そ
の
後
は
12
年
３
月
初
の
６

年
制
卒
業
薬
剤
師
８
６
４
１

人
が
誕
生
し
た
国
家
試
験
合

格
率
は
88
・
31
％
と
、
過
去

20
年
で
最
高
の
合
格
率
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
翌
13
年
３

月
の
合
格
率
は
79
・
10
％
と

従
来
と
同
等
の
結
果
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
合
格

率
を
勘
案
し
、
国
家
試
験
合

格
率
を
75
％
と
設
定
し
て
推

計
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
供
給
者
数
は

33
万
６
６
７
８
人
が
43
万
２

８
５
１
人
に
、
需
要
者
数
は

27
万
６
５
１
７
人
が
34
万
２

９
８
３
～
37
万
７
４
９
５
人

の
範
囲
と
推
計
。
６
年
制
薬

剤
師
が
輩
出
さ
れ
て
２
年
目

の
現
時
点
で
は
、
地
域
偏
在

は
あ
り
得
る
も
の
の
、
薬
剤

師
の
過
不
足
が
直
ち
に
問
題

と
な
る
と
は
考
え
に
く
く
、

10
年
単
位
で
考
え
る
と
、
今

後
、
薬
剤
師
が
過
剰
に
な
る

と
の
予
測
に
つ
い
て
否
定
で

き
る
も
の
で
は
な
い
、
と
結

論
づ
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
時
代
は
医
薬
分
業

進
展
の
時
代
（
１
）

　

平
成
の
時
代
、
日
本
社
会

の
高
齢
化
が
急
激
に
進
み
ま

し
た
。
ま
た
、
08
年
を
ピ
ー

ク
に
人
口
減
少
に
転
じ
、
想

定
さ
れ
て
い
た
人
口
減
少
社

会
は
現
実
の
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

図
に
示
す
通
り
、
高
齢
者

数
お
よ
び
高
齢
比
率
は
１
９

９
０
年
の
１
４
８
９
万
人
、

12
・
１
％
が
、
２
０
１
９
年

に
は
３
５
８
９
万
人
、
28
・

４
％
に
達
し
ま
し
た
。
40
年

に
は
３
９
２
１
万
人
、
35
・

３
％
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
の
伸
び
、

社
会
保
障
制
度
の
充
実
等
を

受
け
、
医
薬
分
業
も
急
速
に

進
展
し
ま
し
た
。

（
続
く
）

藤井もとゆきの

ひとり言

薬
剤
師
の
需
給
推
計
⑷

図　人口の長期推移

令和２年版厚生労働白書より

資料：2015 年までは総務省統計局「国勢調査」、2019 年は総務省統計局「人口推計」による 10 月１日確定値、2020 年以降は
　　　国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」における出生中位・死亡中位推計。
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筋
萎
縮

性
側
索
硬

化
症
（
Ａ

Ｌ
Ｓ
）
や

前
頭
側
頭

型
認
知
症

（
Ｆ
Ｔ
Ｄ
）

な
ど
の
神

経
疾
患

で
は
、
生

物
学
的
相

分
離
（
相

分
離
）
制

御
の
異
常

が
起
こ
る

が
、
そ
の

詳
細
な
機

序
は
分
か

っ
て
い

な
い
。
奈

良
県
立

医
科
大

学
と
立
命
館
大
学
、
徳
島
大

学
、
名
古
屋
大
学
の
共
同
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｃ
９
ｏ
ｒ

ｆ
72
遺
伝
子
の
非
翻
訳
領
域

リ
ピ
ー
ト
異
常
伸
長
が
原
因

の
Ａ
Ｌ
Ｓ
や
Ｆ
Ｔ
Ｄ
に
お
い

て
産
生
さ
れ
る
毒
性
ペ
プ
チ

ド
が
、
相
分
離
制
御
因
子
の

機
能
を
阻
害
す
る
分
子
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
回
の
研
究
成
果
は
、
Ａ
Ｌ

Ｓ
や
Ｆ
Ｔ
Ｄ
を
は
じ
め
と
す

る
神
経
変
性
疾
患
の
病
態
解

明
、
治
療
法
開
発
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
や
Ｆ
Ｔ
Ｄ
い
ず
れ

も
神
経
細
胞
内
に
凝
集
体
が

形
成
さ
れ
、
根
本
的
な
治
療

法
が
な
い
。
近
年
、
遺
伝
性

Ａ
Ｌ
Ｓ
な
ど
の
研
究
か
ら
、

こ
れ
ら
の
疾
患
で
は
細
胞
内

に
お
け
る
相
分
離
と
い
う
現

象
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

徐
々
に
分
か
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
最
近
、
Ｃ
９
ｏ
ｒ

ｆ
72
遺
伝
子
異
常
を
有
す
る

Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｆ
Ｔ
Ｄ
で
生
じ
る

毒
性
ペ
プ
チ
ド
が
、
核
内
輸

送
受
容
体
に
結
合
し
て
、
核

︲
細
胞
質
間
の
物
質
輸
送
を

阻
害
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
が
、
そ
の
詳
細
な
分
子
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
相
分
離
へ
の
影

響
は
不
明
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
Ｃ
９
ｏ
ｒ
ｆ
72
遺
伝
子

異
常
を
有
す
る
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｆ

Ｔ
Ｄ
で
生
じ
る
毒
性
ペ
プ
チ

ド
が
、
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
な
ど
の

相
分
離
制
御
因
子
に
与
え
る

影
響
を
解
析
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｃ
９
ｏ
ｒ
ｆ
72
の

非
翻
訳
領
域
リ
ピ
ー
ト
の
異

常
伸
長
か
ら
産
生
さ
れ
る
５

種
類
の
毒
性
ペ
プ
チ
ド
が
、

Ｋ
ａ
ｐ
β
２
の
相
分
離
制
御

能
に
与
え
る
影
響
を
解
析
し

た
。
精
製
蛋
白
質
を
用
い
た

濁
度
評
価
か
ら
、
ア
ル
ギ
ニ

ン
を
多
く
含
む
毒
性
ペ
プ
チ

ド
で
あ
る
Ｇ
Ｒ
ｎ
お
よ
び
Ｐ

Ｒ
ｎ
が
、
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
の
相

分
離
制
御
能
を
阻
害
す
る
こ

と
を
見
出
し
た
。
液
滴
形
成

の
評
価
お
よ
び
、
ヒ
ド
ロ
ゲ

ル
を
用
い
た
生
化
学
的
評
価

で
も
、
Ｐ
Ｒ
ｎ
に
よ
る
相
分

離
制
御
能
の
阻
害
効
果
を
確

認
し
た
。

　

次
に
、
Ｐ
Ｒ
ｎ
と
Ｋ
ａ
ｐ

β
２
が
細
胞
内
で
相
互
作
用

す
る
こ
と
を
免
疫
沈
降
法
に

よ
っ
て
確
認
し
た
。
ま
た
、

等
温
滴
定
カ
ロ
リ
メ
ト
リ
ー

（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
お
よ
び
サ
イ
ズ

排
除
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

︲
多
角
度
光
散
乱
法
（
Ｓ
Ｅ

Ｃ
︲
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
な
ど
の
物

理
化
学
的
解
析
に
よ
り
、
Ｋ

ａ
ｐ
β
２
と
Ｐ
Ｒ
ｎ
は
１
：

１
で
強
固
に
結
合
す
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、核
磁
気
共
鳴（
Ｎ

Ｍ
Ｒ
）
装
置
で
、
Ｋ
ａ
ｐ
β

２
と
Ｐ
Ｒ
ｎ
の
相
互
作
用
部

位
を
詳
細
に
解
析
し
た
。
ま

ず
、
安
定
同
位
体
で
標
識
し

た
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
の
Ｎ
Ｍ
Ｒ
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
を
取
得
し
た
。

Ｋ
ａ
ｐ
β
２
は
、
Ｆ
Ｕ
Ｓ
な

ど
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
結
合
蛋
白
質
の

核
移
行
シ
グ
ナ
ル
（
Ｎ
Ｌ

Ｓ
）
を
認
識
し
て
、
相
分
離

を
制
御
し
て
い
る
こ
と
が
こ

れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
に
Ｐ

Ｒ
ｎ
を
加
え
た
際
の
ス
ペ
ク

ト
ル
と
、
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
の
Ｎ

Ｌ
Ｓ
結
合
部
位
に
結
合
す
る

Ｍ
９
Ｍ
ペ
プ
チ
ド
を
加
え
た

際
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
比
較
す

る
と
、
共
通
し
て
変
化
す
る

ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
ｎ
の
標

的
部
位
は
、
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
の

Ｎ
Ｌ
Ｓ
結
合
部
位
と
部
分
的

に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。
Ｋ
ａ
ｐ

β
２
の
Ｎ
Ｌ
Ｓ
結
合
部
位
は

負
に
帯
電
し
て
お
り
、
正
の

電
荷
を
持
つ
Ｐ
Ｒ
ｎ
の
標
的

部
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。
分
子
動
力
学

（
Ｍ
Ｄ
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
も
、
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
と
Ｐ

Ｒ
ｎ
と
の
相
互
作
用
を
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｍ
Ｒ
の
結

果
と
合
致
し
た
。

　

今
回
、
Ｃ
９
ｏ
ｒ
ｆ
72
遺

伝
子
異
常
を
有
す
る
Ａ
Ｌ
Ｓ

／
Ｆ
Ｔ
Ｄ
で
、
ア
ル
ギ
ニ
ン

を
多
く
含
む
毒
性
ペ
プ
チ
ド

が
、
Ｋ
ａ
ｐ
β
２
な
ど
の
相

分
離
制
御
因
子
の
機
能
を
阻

害
す
る
詳
細
な
分
子
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

相
分
離
制
御
因
子
と
そ
の
破

綻
に
着
目
し
た
今
回
の
研
究

成
果
か
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
や
Ｆ
Ｔ

Ｄ
を
は
じ
め
と
す
る
神
経
変

性
疾
患
の
病
態
解
明
、
新
た

な
治
療
法
開
発
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

神経疾患の相分離制御破綻機序解明
ＡＬＳなど神経難病の治療等に光

奈
良
医
大
な
ど


